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平成 27 年３月２日 

各 位 

会 社 名 株式会社アスラポート・ダイニング 

代表者名 代表取締役社長  檜 垣 周 作 

（コード番号 3069 ＪＡＳＤＡＱ） 

問合せ先 取締役管理本部長 中 村 敏 夫 

（TEL.03－6459－3235） 

 

ワイエスフード株式会社との資本業務提携に関するお知らせ 

 

当社は、平成 27 年３月２日開催の取締役会において、ワイエスフード株式会社（以下「ワイエス

フード」といいます）との間で資本業務提携を行うことを決議し、本日付で本資本業務提携に関する

契約を締結いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。  
 

記 
 
１．資本業務提携の理由 

 

当社は、焼肉、居酒屋等の外食フランチャイズを中心に全国で429店舗を展開しておりますが、

昨年度より新たに「食のバリューチェーンを構築する」という目標を掲げて外食から生産事業へ

の進出を果たし、多層的な付加価値を生み出すビジネスモデルの構築に取り組んでおります。ま

た、外食部門の競争力向上のため「ブランドポートフォリオの強化」にも取り組んでおり、主に

昼の需要を獲得できる業態を重視しております。 

一方で、ワイエスフードは筑豊ラーメンのブランド「山小屋」、「ばさらか」、「一康流」、

「Y's-KITCHEN」等を国内外で 160 店舗運営しており、近年ではアジアを中心とした海外展開に

も注力しています。 

当社では、上記「食のバリューチェーン構築」「ブランドポートフォリオの多様化」といった目

標、課題に取り組む中で、それらを協力して進めることのできるパートナー企業を探していたと

ころ、当社取引先を通じてワイエスフードを紹介いただき、同社との間でアライアンスに関する

協議を行う機会を得ました。その後、両社間で慎重に検討を重ねた結果、当社とワイエスフード

は双方の企業価値向上が見込めるとして、資本業務提携契約を締結することとしました。 

資本業務提携を行うことにより国内におきましては、原材料の共同購入によるスケールメリット

を活かしたコストの削減に加え、物流拠点の最適化にも取り組むことにより、原材料を始めとす

る資材の保管・出荷業務の効率化等のシナジー効果が期待できます。 

さらに、海外におきましては当社関連企業の持つ欧州、北米等のネットワークを活用し、ワイエ

スフードがまだ展開していないエリアへ「山小屋」、「ばさらか」、「一康流」、「Y's-KITCHEN」等の

ワイエスフードが持つブランド店舗の出店を行っていきます。加えて、ワイエスフードがこれま

での海外事業展開で培ったノウハウを活かし、当社が展開している各種ブランドの海外進出に対

するコンサルティングを行う等、両社の経験、強みを活用した新たな収益の獲得を目指して参り

ます。 
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２．資本業務提携の内容 

（１）業務提携の内容 

業務提携の詳細については、以下の事項をはじめとして、今後、両社間で協議、決定してま

いります。  

① 国内外における未出店地域への共同展開とその協力 

② 国内外での外食運営ノウハウの相互利用 

③ 生産設備及び物流拠点の相互利用 

④ 材料、備品等の共同購入など調達の多様化及び効率化 

⑤ 人材交流による組織の活性化 

 

 

（２）資本提携の内容 

 当社とワイエスフードは、両社の業績向上を目的とした本業務提携に係る協議の過程で、業

務提携の効果を最大にするためには相互株式を継続保有し、将来にわたり確固たる関係を構築

していくことが重要であり、業務提携と併せて相互に資本関係を構築することが有用であると

判断いたしました。相互出資については、両社株式の流通性、事業の経済性評価、財務状況等

を総合的に勘案した上で両社協議の結果、資本提携を行うことで合意しております。 

当社とワイエスフードは、双方の経営資源を有効に活用することはもちろん、信頼関係強化

及び収益基盤を確立するために、当社がワイエスフードの保有する自己株式 287,300 株を自己

株式処分により取得することで合意いたしました。 

なお、本取得後に、当社が所有することになるワイエスフードの株式の所有割合は、発行済

株式総数に対して 7.42％、議決権総数に対して 8.01％の割合となります。詳細につきまして

は、ワイエスフードが本日公表した「資本業務提携契約の締結及び第三者割当による自己株式

の処分に関するお知らせ」をご参照ください。 

一方、ワイエスフードは当社の筆頭株主である株式会社ＨＳＩグローバルから、普通株式

199,300 株（発行株式総数の 1.02％、取得総額 85 百万円）を平成 27 年３月２日に市場外取引

により取得いたします。 

 

 

（３）新たに取得する相手方の株式または持分の取得価額 

 当社は、ワイエスフードから同社が所有する自己株式 287,300 株（ワイエスフードの発行済

株式総数の 7.42％、1 株あたり取得価額 297 円、取得総額 85 百万円）をワイエスフードが実

施する第三者割当による自己株式処分により取得します。 

 

（１） 異動前の所有株式数 

０株 
（議決権の数：０個） 
（議決権所有割合：０％） 

（２） 取得株式数 
287,300 株 

（議決権の数：2,873 個） 

（３） 異動後の所有株式数 

287,300 株 

（議決権の数：2,873 個） 
（議決権所有割合：8.01％） 



3 
 

 

（４）相手方に新たに取得される株式の数および発行済株式数に対する割合 

ワイエスフードは、当社の筆頭株主である株式会社ＨＳＩグローバルから、当社普通株式

199,300 株（当社の発行済株式総数の 1.02％、取得総額 85 百万円）を平成 27 年３月２日に市

場外取引により取得します。 

 

 

 

３．業務提携の相手先の概要 

（１） 名称 ワイエスフード株式会社 

（２） 所在地 福岡県田川郡香春町大字鏡山字金山 552 番 8 

（３） 代表者の役職･氏名 代表取締役社長  緒方正憲 

（４） 事業内容 

筑豊ラーメン直営店等の経営 

筑豊ラーメンのフランチャイズチェーン加盟店募集及び加

盟店の指導業務 

食材・麺類、ソースの製造及び販売 

不動産賃貸事業 

店舗企画、店舗設計施工 

（５） 資本金 1,002 百万円 

（６） 設立年月日 平成６年５月 12 日 

（７） 大株主及び持株比率 

株式会社テクノバンク・サンケン                19.04％ 
緒方正年                                       6.18％ 
ワイエスフード取引先持株会                     5.52％ 
緒方正憲                                       3.57％ 
緒方秀憲                                       2.85％ 
緒方康憲                                       2.66％ 
大陽製粉株式会社                               2.27％ 
水元公仁                                       2.19％ 
株式会社西日本シティ銀行                       1.61％ 
アサヒビール株式会社                           1.24％ 

（８） 
上場会社と当該会社

の関係 
 

 資 本 関 係 該当事項はありません 

 人 的 関 係 該当事項はありません 

 取 引 関 係 該当事項はありません 

 
関 連 当 事 者 へ の 

該当事項 
該当事項はありません 

（１） 異動前の所有株式数 

０株 
（議決権の数：０個） 
（議決権所有割合：０％） 

（２） 取得株式数 
199,300 株 

（議決権の数：1,993 個） 

（３） 異動後の所有株式数 

199,300 株 

（議決権の数：1,993 個） 
（議決権所有割合：1.02％） 
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（９） 最近３年間の経営成績及び財政状態               （単位：百万円）

 平成 24 年 3 月期 平成 25 年 3 月期 平成 26 年 3 月期 

純 資 産 2,146 2,051 2,060

総 資 産 4,196 4,019 4,136

1 株 当 た り 純 資 産 57,492.33 566.83 574.64

売 上 高 2,752 2,114 1,916

営 業 利 益 27 14 54

経 常 利 益 12 7 41

当 期 純 利 益 △195 △78 17

1 株 当 た り 当 期 純 利 益 △5,226.17 △21.09 4.95

1 株 当 た り 配 当 金 － － 3.00

 

 

５．日程 

（１）取締役会決議日 平成 27 年３月２日 

（２）資本業務提携契約締結日 平成 27 年３月２日 

（３）ワイエスフードによる当社株式取得日 平成 27 年３月２日 

（４）当社によるワイエスフード株式取得日 平成 27 年３月 17 日 

 

 

６．今後の見通し 

ワイエスフード株式の取得による当社の平成 27 年 3 月期業績予想への影響は軽微であります

が、ワイエスフードとの関係強化による事業の展開により、中長期的な業績の向上に繋がるもの

と考えております。 
なお、事業進捗により今後の業績に重要な影響が見込まれる場合には速やかに公表いたします。 

 

以上 


